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活
動
経
過 

（
２
０
１
２
・
10
・
23
～
２
０
１
８
・
１
・
22
） 

 

 

◆
２
０
１
２
年 

10
・
23 

「
秋
間
美
江
子
さ
ん
を
囲
む
夕
べ
」
（
札
幌

市
内
レ
ス
ト
ラ
ン
）
出
席
者
＝
秋
間
美
江
子
、
山
野

井
孝
有
、
井
上
勝
生
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）
井

上
高
聡
（
北
大
大
学
文
書
館
）
山
本
玉
樹
（
北
大
元

講
師
）
井
上
雄
一
（
北
海
道
新
聞
記
者
）
岩
本
勝
彦

（
弁
護
士
）
郷
路
征
記
（
弁
護
士
）
庄
司
清
彦
（
Ｎ

Ｈ
Ｋ
記
者
）
沼
田
勇
美
（
北
大
総
合
博
物
館
）
坂
本

和
昭
（
坂
本
商
事
社
長
）
同
友
子
夫
妻
、
刈
谷
純
一

（
毎
日
新
聞
Ｏ
Ｂ
）
根
岸
正
和
（
同
）
伊
藤
直
孝
（
毎

日
新
聞
記
者
） 

10
・
24 

秋
間
さ
ん
と
山
野
井
が
北
海
道
大
学
へ
宮

澤
弘
幸
の
ア
ル
バ
ム
を
贈
呈
し
、
宮
澤
弘
幸
の
名
誉

回
復
を
要
請
す
る
。
北
大
側
は
新
田
孝
彦
副
学
長
、

白
木
沢
旭
児
教
授
が
応
対
。
山
本
同
席
。
北
大
は
「
資

料
を
集
め
、
調
査
し
た
い
」
と
回
答
す
る
に
と
ど
ま

っ
た
。
朝
日
、
毎
日
、
北
海
道
各
新
聞
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が

取
材
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
夕
刻
ニ
ュ
ー
ス
で
、
新
聞
は
25
日

付
で
報
道
。 

11
・
12 

「
悲
劇
を
繰
り
返
さ
せ
な
い
た
め
に
―
秋

間
美
江
子
さ
ん
・
山
野
井
孝
有
さ
ん 

北
海
道
大
学

訪
問
報
告
会
」
（
東
京
・
新
宿
＝
常
圓
寺
ホ
ー
ル
）

30
人
参
加
。
運
動
組
織
結
成
準
備
を
提
起
。 

11
・
24 

「
松
本
善
明
著
『
謀
略
』
梁
田
政
方
著
『
三

鷹
事
件
の
真
実
に
せ
ま
る
』
合
同
出
版
記
念
の
つ
ど

い
」
（
東
京
・
武
蔵
野
ス
イ
ン
グ
ホ
ー
ル
）
山
野
井

が
宮
澤
事
件
を
訴
え
る
（
福
島
清
同
席
） 

12
・
８ 

「
新
聞
Ｏ
Ｂ
九
条
の
会
『
お
話
と
望
年
の
夕

べ
』
」
（
東
京
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
、
40
人
）
山

野
井
が
宮
澤
弘
幸
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
に
つ
い
て
訴
え

る
（
大
住
広
人
、
福
島
同
席
） 

12
・
８ 
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
の
真
相
究
明
と
名
誉

回
復
を
求
め
る
会
」
（
札
幌
・
エ
ル
プ
ラ
ザ
）
山
本

が
講
演
。 

12
・
16 

第
46
回
総
選
挙
。
各
党
新
議
席
＝
自
民
３

９
４
、
民
主
57
、
維
新
54
、
公
明
31
、
み
ん
な
18
、

未
来
９
、
共
産
８
→
12
・
26
第
二
次
安
倍
内
閣
。 

 

◆
２
０
１
３
年 

１
・
24 

「
新
聞
労
連
春
闘
臨
時
大
会
」
（
文
京
区
民

セ
ン
タ
ー
）
山
野
井
が
宮
澤
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
を
訴

え
る
（
福
島
同
席
） 

１
・
29 

「
北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
『
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
』

の
真
相
を
広
め
る
会
」
結
成
、
発
足
（
札
幌
・
エ
ル

プ
ラ
ザ
、
30
人
）
。
会
則
を
決
め
、
代
表
に
山
野
井

孝
有
、
山
本
玉
樹
、
幹
事
に
大
住
広
人
、
刈
谷
純
一
、

坂
本
和
昭
、
寺
沢
玲
子
、
橋
本
修
二
、
事
務
局
長
に

福
島
清
、
事
務
局
次
長
に
根
岸
正
和
、
水
久
保
文
明

 

 

 

 

 

 

 

 

10.23「秋間美江子さんを囲む夕べ」 

 

 

 

 10.24北海道大学に宮澤弘幸遺品のアル
バムを寄贈する秋間美江子さん。左は 

  山野井孝有さん 

 

 

 

 

 1.29「北大生・宮澤弘幸『スパイ冤罪事件』 
の真相を広める会」結成集会 
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を
選
任
。
結
成
後
、
第
１
回
幹
事
会
。 

 
１
・
30 

北
海
道
教
職
員
組
合
、
北
海
道
新
聞
労
組
な

ど
訪
問
し
て
「
真
相
を
広
め
る
会
」
結
成
を
説
明
し

協
力
要
請
（
山
野
井
、
山
本
、
大
住
、
水
久
保
、
根

岸
） 

２
・
４ 

「
会
報
」
第
１
号
（「
真
相
を
広
め
る
会
」
結

成
、
会
則
他
決
定
な
ど
掲
載
） 

２
・
22 

持
回
り
幹
事
会
で
、
佐
伯
浩
・
北
大
総
長
へ

の
秋
間
、
山
野
井
・
山
本
両
代
表
連
名
の
「
申
入
書
」

を
確
認
、
決
定
。 

２
・
22 

パ
ン
フ
「
ス
パ
イ
冤
罪 
宮
澤
・
レ
ー
ン
事

件 

真
相
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
発
行
、
３
０
０
０
部
。 

２
・
23 

「
宮
澤
弘
幸
追
悼
・
顕
彰 

秘
密
保
全
法
を

考
え
る
集
い
」
（
新
宿
・
常
圓
寺
ホ
ー
ル
、
66
人
）

泉
澤
章
弁
護
士
、「
秘
密
保
全
法
」
情
勢
を
問
題
提
起 

２
・
26 

山
野
井
・
山
本
両
代
表
、
根
岸
事
務
局
次
長

が
、
佐
伯
浩
・
北
大
総
長
あ
て
「
申
入
書
」
（
全
文

は
「
会
報
」
第
２
号
に
掲
載
）
を
太
田
裕
美
総
務
課

長
補
佐
に
手
渡
す
。
当
初
、
三
上
隆
副
学
長
が
会
う

と
連
絡
し
て
き
た
が
、
直
前
に
「
都
合
悪
く
な
っ
た
、

郵
送
を
」
と
連
絡
。
態
度
変
更
に
抗
議
す
る
と
と
も

に
直
接
手
渡
す
こ
と
に
し
た
も
の
。
手
渡
す
場
所
は
、

物
置
同
然
の
部
屋
だ
っ
た
。
北
大
の
姿
勢
を
物
語
る

対
応
。
そ
の
後
、
三
上
・
副
学
長
が
再
調
査
を
指
示

し
た
模
様
。 

３
・
１ 

「
会
報
」
第
２
号
（
北
海
道
大
学
へ
「
申
入

書
」
手
渡
す
、
宮
澤
弘
幸
さ
ん
追
悼
・
顕
彰
、
秘
密

保
全
法
を
考
え
る
集
い
＝
常
圓
寺
ホ
ー
ル
な
ど
） 

３
・
２ 

京
都
弁
護
士
会
主
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
私
た

ち
の
知
る
権
利
が
危
な
い
！
～
秘
密
保
全
法
制
の
危

険
性
と
問
題
点
」（
京
都
弁
護
士
会
館
地
階
大
ホ
ー
ル
）

大
住
幹
事
、
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」

に
つ
い
て
問
題
提
起
発
言
。 

４
・
３ 

北
大
、
秋
間
さ
ん
に
「
宮
澤
弘
幸
の
退
学
願

が
見
つ
か
っ
た
、
情
勢
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。
ボ
ル

ダ
ー
に
出
向
い
て
説
明
し
た
い
」
と
連
絡
。
秋
間
さ

ん
が
山
野
井
代
表
に
電
話
で
報
告
。 

４
・
13 

新
聞
労
連
第
34
回
Ｊ
Ｔ
Ｃ
記
者
研
修
会
（
文

京
区
男
女
平
等
セ
ン
タ
ー
）
山
野
井
代
表
が
「
宮
澤
・

レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
に
つ
い
て
問
題
提
起
。

大
住
幹
事
と
東
海
林
智
・
毎
日
新
聞
社
会
部
記
者
が

秘
密
保
全
法
阻
止
の
重
要
性
を
訴
え
る
（
福
島
同
席
） 

４
・
14 

山
口
佳
三
・
北
海
道
大
学
新
総
長
宛
に
、（
秋

間
さ
ん
へ
の
説
明
は
）
申
入
書
へ
の
回
答
に
至
る
説

明
な
の
か
、
情
勢
が
変
わ
っ
た
と
は
何
か
、
に
つ
い

て
説
明
を
求
め
る
「
質
問
書
」
を
送
付
。 

４
・
17
「
会
報
」
号
外
（
新
た
な
事
態
、
北
海
道
大
学

に
「
質
問
書
」
送
付
な
ど
） 

４
・
18 

山
口
総
長
宛
に
「
糾
明
書
」
送
付
。
退
学
願

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
毎
日
新
聞
が
報
道
し
た
こ
と

の
真
意
を
糺
す
と
と
も
に
２
・
26
申
入
書
に
対
す
る

回
答
を
要
請
。 

４
・
23 

福
島
事
務
局
長
か
ら
北
大
・
太
田
総
務
課
長

補
佐
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
「
退
学
願
は
個
人
情
報
だ
か
ら
秋

間
美
江
子
さ
ん
に
説
明
す
る
」
と
の
見
解
に
、
秋
間

さ
ん
が
北
大
に
対
し
て
「
私
宛
説
明
の
前
に
申
入
書

に
回
答
さ
れ
た
い
」
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
し
た
こ
と
を
受
け
て

の
対
応
を
要
請
。 

５
・
２
、
７
・
23 

福
島
事
務
局
長
が
太
田
課
長
補
佐

に
回
答
日
を
示
す
よ
う
電
話
。
北
大
は
「
検
討
中
」 

５
・
15 

福
島
事
務
局
長
か
ら
山
口
総
長
宛
に
「
対
面

回
答
の
日
時
」
を
決
め
て
連
絡
を
求
め
る
文
書
を
「
配

達
証
明
・
速
達
」
で
送
付
。 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
2.23「宮澤弘幸追悼・顕彰 秘密保全法を 
考える集い」 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

2.26 北大へ「申入書」を手渡すが、窓口 
担当者は物置同然の部屋で応対 

 

 
 4.13 新聞労連 JTC記者研修会で問題提 
起する山野井孝有代表 

 

 

 5.28 北大から届いた「故・宮澤弘幸氏に 
係る件について」と題した文書の封筒 
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５
・
23 

太
田
総
務
課
長
補
佐
か
ら
福
島
事
務
局
長
に

「
27
日
に
お
知
ら
せ
文
書
を
発
送
す
る
」
と
電
話
。 

５
・
27 

北
海
道
大
学
・
山
口
佳
三
総
長
名
で
、
「
真

相
を
広
め
る
会
」
代
表
宛
に
「
故
・
宮
澤
弘
幸
氏
に

係
る
件
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
文
書
と
退
学
願
等
７

文
書
を
送
付
と
の
連
絡
。 

５
・
28 

山
口
総
長
名
両
代
表
宛
の
「
故
・
宮
澤
弘
幸

氏
に
係
る
件
に
つ
い
て
」
と
題
し
た
文
書
が
速
達
・

特
定
記
録
便
で
届
く
。
同
日
、
福
島
事
務
局
長
名
で

「
お
知
ら
せ
文
書
に
は
、
申
入
書
で
指
摘
し
た
北
大

の
責
任
に
関
し
て
は
一
言
も
記
さ
れ
て
い
な
い
こ
と

は
不
誠
実
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
再
度
回
答
を
要
請

す
る
「
申
入
書
」
を
速
達
で
郵
送
。 

５
・
30 

三
上
副
学
長
と
井
上
北
大
大
学
文
書
館
員
が

コ
ロ
ラ
ド
州
ボ
ル
ダ
ー
の
秋
間
さ
ん
を
訪
問
し
、「
真

相
を
広
め
る
会
」
に
送
付
し
て
き
た
文
書
と
同
じ
も

の
を
手
渡
し
、
説
明
。 

６
・
４ 

「『
秘
密
保
全
法×

盗
聴
法
』
危
険
な
社
会
！

６
・
４
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
東
京
・
渋
谷
勤
労
福
祉
会

館
。
大
住
、
福
島
）「
真
相
」
パ
ン
フ
30
部
宣
伝 

６
・
12 

「
会
報
」
号
外
（
北
大
、
秋
間
美
江
子
さ
ん

に
「
説
明
」） 

６
・
25 

北
大
当
局
と
交
渉
。
北
大
側
＝
三
上
副
学
長
、

井
上
大
学
文
書
館
員
、
辻
邦
章
・
総
務
企
画
部
総
務

課
長
、
太
田
同
課
長
補
佐
。「
真
相
を
広
め
る
会
」
＝

山
野
井
、
山
本
両
代
表
、
大
住
、
刈
谷
幹
事
、
福
島

事
務
局
長
、
根
岸
同
次
長
。
北
大
は
、
再
調
査
の
結

果
、
新
た
に
確
認
さ
れ
た
と
す
る
退
学
願
等
４
文
書

と
既
に
確
認
さ
れ
て
い
た
学
籍
簿
等
３
文
書
に
つ
い

て
説
明
。
話
し
合
い
の
中
で
「
二
度
と
戦
争
を
起
こ

さ
せ
な
い
」
で
一
致
。「
真
相
を
広
め
る
会
」
は
引
き

続
き
、
謝
罪
と
総
括
を
要
求
。
幹
事
会
。 

６
・
26 

レ
ー
ン
夫
妻
墓
参
（
山
野
井
、
山
本
、
大
住
、

刈
谷
、
福
島
、
根
岸
）。
夫
妻
の
墓
前
に
献
花
後
、
山

本
、
刈
谷
両
北
大
Ｏ
Ｂ
が
北
大
寮
歌
「
都
ぞ
弥
生
」

を
献
歌
。
午
後
、「
拡
大
」
幹
事
会
（
札
幌
・
20
人
）

結
成
集
会
以
降
の
活
動
を
中
間
総
括
し
、
①
北
大
の

謝
罪
と
責
任
追
及
②
秘
密
保
全
法
阻
止
―
―
の
活
動

を
展
開
す
る
こ
と
を
報
告
、
承
認
。 

６
・
26 

山
口
総
長
宛
に
６
・
25
交
渉
結
果
を
受
け

て
、
な
お
不
明
な
点
を
糺
す
「
申
入
補
充
書
」
送
付
。 

７
・
６ 
マ
ス
コ
ミ
九
条
の
会
緊
急
集
会
「
安
倍
壊
憲

で
、
日
本
は
ど
う
な
る
？
」（
明
治
大
学
。
福
島
） 

７
・
７ 

「
会
報
」
第
３
号
（
宮
澤
弘
幸
「
ス
パ
イ
冤

罪
事
件
」
で
北
大
が
〝
対
面
回
答
〟
、「
北
大
の
謝
罪

と
総
括
」
引
き
続
き
要
求
。
北
大
の
対
面
回
答
経
過

と
「
回
答
文
書
」
解
説
な
ど
） 

７
・
11 

緊
急
集
会
「
自
民
党
憲
法
改
正
草
案
徹
底
批

判
」（
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
。
山
野
井
、
福
島
） 

７
・
21 

第
23
回
参
院
選
。
各
党
新
議
席
＝
自
民
１
１

５
、
公
明
20
、
民
主
56
、
み
ん
な
18
、
共
産
11
、

維
新
９
、
社
民
３
、
生
活
２
、
そ
の
他
５ 

９
・
10 

「
会
報
」
第
４
号
（
〝
秘
密
保
護
法
〟
阻
止

10
・
10
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
） 

９
・
12 

「
週
刊
金
曜
日
」
、
都
教
組
、
高
教
組
な
ど

へ
10
・
10
集
会
へ
の
取
材
と
参
加
要
請
オ
ル
グ
（
山

野
井
、
福
島
、
水
久
保
） 

９
・
16 

「
特
定
秘
密
の
保
護
に
関
す
る
法
律
案
」
に

対
す
る
意
見
（
パ
ブ
コ
メ
提
出
）
内
閣
官
房
内
閣
情

報
調
査
室
宛
。 

「
北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
『
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
』
の
真

相
を
広
め
る
会
」
。
提
出
意
見
「
72
年
前
の
１
９
４

１
年
12
月
８
日
、
北
海
道
帝
国
大
学
生
・
宮
澤
弘
幸

 

 
 6.26 上＝レーン夫妻墓参（円山墓地）。 

下＝拡大幹事会（札幌） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 7.6「安倍壊憲で、日本はどうなる？」集会 

 

 10.3「安倍政権でどうなる私たちの人権」 
シンポジウム 

 

 
 10.5「女性九条の会学習会」で訴える 

山野井孝有代表 

 



- 134 -       

と
同
大
学
英
語
教
師
・
レ
ー
ン
夫
妻
が
軍
機
保
護
法

違
反
で
逮
捕
さ
れ
た
事
件
の
真
相
を
知
っ
て
い
ま
す

か
。
軍
の
施
設
等
を
外
国
人
に
漏
ら
し
た
と
い
う
理

由
で
し
た
が
、
当
時
の
国
民
み
ん
な
が
知
っ
て
い
た

こ
と
ば
か
り
で
し
た
。『
何
が
秘
密
な
の
か
』
と
追
及

す
る
と
『
そ
れ
が
秘
密
だ
』
と
い
う
の
で
す
。
つ
ま

り
、
権
力
に
よ
っ
て
気
に
い
ら
な
い
国
民
は
誰
で
も

ス
パ
イ
に
仕
立
て
上
げ
た
の
で
す
。「
北
大
生
・
宮
澤

弘
幸
『
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
』
の
真
相
を
広
め
る
会
」

は
、
特
定
秘
密
保
護
法
案
に
反
対
し
ま
す
」 

10
・
３ 

「
安
倍
政
権
で
ど
う
な
る
私
た
ち
の
人
権
―

監
視
・
管
理
・
統
制
が
進
む
社
会
―
10
・
３
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」（
全
労
連
会
館
。
福
島
） 

10
・
５ 

女
性
九
条
の
会
学
習
会
「
憲
法
九
条
の
現
状

と
私
た
ち
の
課
題
―
集
団
的
自
衛
権
・
沖
縄
・
領
土

問
題
」（
明
治
大
学
。
山
野
井
、
福
島
） 

10
・
10 

山
口
北
大
総
長
宛
に
「
回
答
要
請
書
」
送 
 

付
。 

10
・
10 

「
秘
密
保
護
法
阻
止
10
・
10
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
『
こ
の
道
は
い
つ
か
き
た
道
』
」
（
東
京
・
１
１
０

人
）
臺
宏
士
・
毎
日
新
聞
社
会
部
記
者
が
秘
密
保
護

法
情
勢
を
基
調
報
告
、
北
村
肇
・「
週
刊
金
曜
日
」
発

行
人
、
西
本
武
志
・
労
山
会
長
ら
が
報
告
。
幹
事
会
。 

10
・
10 

パ
ン
フ
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件 

冤
罪
の

構
図
―
一
審
・
大
審
院
判
決
の
条
条
検
証
と
批
判
」

発
行
。
１
０
０
０
部
。 

10
・
13 

「
秘
密
保
護
法
阻
止
10
・
13
札
幌
集
会
」

（
札
幌
・
50
人
）
岸
本
和
世
・
日
本
キ
リ
ス
ト
教
団

牧
師
、
今
橋
直
・
自
由
法
曹
団
弁
護
士
、
新
海
雅
典
・

日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
神
父
が
基
調
報
告
。 

10
・
13 

「
会
報
」
号
外
（
秘
密
保
護
法
は
軍
機
保

護
法
の
来
た
道
） 

10
・
23 

「
会
報
」
第
５
号
（
秘
密
保
護
法
は
丸
ご

と
断
固
阻
止
！ 

東
京
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
札
幌
集
会

で
決
議
な
ど
） 

11
・
22
、
23 

「
青
年
劇
場
ス
タ
ジ
オ
〝
結
〟
」、「
明

日
、
あ
な
た
も
ス
パ
イ
に
さ
れ
る
！
」
を
テ
ー
マ
に

朗
読
。 

10
・
25 

政
府
、
特
定
秘
密
保
護
法
案
を
閣
議
決
定
し

国
会
に
上
程
。 

10
・
26
、
27 

参
議
院
国
家
安
全
保
障
特
別
委
員
会

委
員
全
員
宛
に
、「
秘
密
保
護
法
は
徹
底
審
議
の
上
廃

案
に
す
べ
き
で
あ
る
」
と
の
要
請
を
、
福
島
事
務
局

長
、
水
久
保
次
長
名
で
メ
ー
ル
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
。 

11
・
26 

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
秘
密
保
護
法
と
日

本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
に
反
対
す
る
」
集
会
（
明
治
大
学
。
福

島
、
水
久
保
）
「
会
報
」
第
５
号
と
11
・
８
付
大
阪

発
行
の
「
朝
日
新
聞
社
会
面
」
記
事
を
配
布
。 

11
・
30 

「
若
葉
町
九
条
の
会
」
で
「
戦
時
中
の
ス

パ
イ
冤
罪
事
件
と
今
日
の
特
定
秘
密
保
護
法
案
」
に

つ
い
て
報
告
（
東
京
・
立
川
市
。
福
島
） 

12
・
６ 

参
議
院
、
特
定
秘
密
保
護
法
を
可
決
、
成
立
。 

12
・
７ 

幹
事
会
（
札
幌
）
奥
井
登
代
さ
ん
幹
事
に
選

任
。 

12
・
８ 

山
口
北
大
総
長
宛
に
「
再
回
答
要
請
書
」
送

付
。 

12
・
８ 

「
も
う
ひ
と
つ
の
12
月
８
日
札
幌
集
会
」（
札

幌
・
１
２
０
人
）
齋
藤
耕
弁
護
士
が
「
秘
密
保
護
法

の
危
険
な
本
質
と
運
動
の
課
題
」
を
提
起
。 

12
・
20 

「
会
報
」
第
６
号
（
秘
密
保
護
法
廃
棄
と

「
記
念
碑
」
建
設
な
ど
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 10.10「秘密保護法阻止 10.10シンポジウ 

ム『この道はいつか来た道』（東京） 

 

 

 
 10.13「秘密保護法阻止 10.13札幌集会」 

  （札幌） 
 

 

 12.8「もう一つの 12月 8日・札幌集会」 
  （札幌） 
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◆
２
０
１
４
年 

１
・
24 
「
秘
密
法
反
対
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
結
成

記
者
会
見
（
参
議
院
議
員
会
館
。
山
野
井
、
福
島
） 

１
・
24 

「
国
家
安
全
保
障
局
」
発
足
（
局
長
・
谷
内

正
太
郎
） 

２
・
22 

山
口
北
大
総
長
名
で
本
会
宛
に
「
秋
間
美
江

子
様
へ
の
文
書
送
付
」
を
通
知
す
る
文
書
を
提
示
（
井

上
北
大
大
学
文
書
館
員
が
新
宿
・
常
圓
寺
に
持
参
し

て
、
秋
間
さ
ん
と
山
野
井
・
山
本
代
表
同
席
の
場
で

提
示
し
た
も
の
）。
幹
事
会
。 

２
・
22 

「
宮
澤
弘
幸
追
悼
・
顕
彰
の
つ
ど
い
―
悪
夢

を
再
来
さ
せ
る
秘
密
保
護
法
を
許
さ
な
い
」（
東
京
・

１
４
０
人
）
山
野
井
代
表
が
基
調
報
告
、
前
日
帰
国

し
た
秋
間
さ
ん
が
「
〝
が
ん
〟
よ
り
国
の
政
治
の
方

が
怖
い
の
で
す
」
と
訴
え
る
。
岸
井
成
格
・
毎
日
新

聞
特
別
編
集
委
員
が
「
秘
密
保
護
法
の
危
険
性
と
安

倍
政
権
の
暴
走
」、
戸
塚
章
介
・
新
聞
Ｏ
Ｂ
九
条
の
会

事
務
局
長
が
「
憲
法
九
条
を
守
り
秘
密
保
護
法
廃
案

へ
の
運
動
を
ど
う
構
築
す
る
か
」
で
講
演
。
山
本
代

表
が
「
心
の
会
の
碑
」（
仮
称
）
建
立
運
動
に
つ
い
て

提
起
。 

２
・
22 

パ
ン
フ
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
『
ス
パ
イ
冤
罪
事

件
』
引
き
裂
か
れ
た
青
春
」（
登
山
時
報
所
載
改
訂
版
）

第
１
刷
発
行
。 

２
・
22 

パ
ン
フ
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
『
ス
パ
イ
冤
罪
事

件
』
北
大
の
と
っ
た
処
置
と
責
任
―
冊
子
『
真
相
を

知
っ
て
ほ
し
い
』
補
訂
」
発
行
。
３
０
０
部
。 

３
・
５ 

「
会
報
」
第
７
号
（
秘
密
保
護
法
廃
棄
へ
闘

い
の
輪
を
広
げ
よ
う
な
ど
） 

３
・
８ 

「
川
越
平
和
集
会
」（
埼
玉
。
山
野
井
） 

３
．
10 

持
回
り
幹
事
会
で
北
明
邦
雄
さ
ん
を
幹
事
に

選
任
。 

３
・
11 

秋
間
さ
ん
、
毎
日
放
送
ラ
ジ
オ
番
組
の
取
材

を
う
け
、
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
を
訴
え
る
（
毎
日
放
送

東
京
ス
タ
ジ
オ
。
山
野
井
、
福
島
） 

４
・
１ 

「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
閣
議
決
定 

４
・
６ 

秘
密
法
に
反
対
す
る
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第

１
回
全
国
交
流
集
会
（
名
古
屋
・
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
。

大
住
、
福
島
） 

４
・
17 
「
会
報
」
第
８
号
（
秘
密
保
護
法
廃
棄
へ
各

地
で
自
覚
的
運
動
な
ど
） 

４
・
30 

北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
「
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」

の
真
相
を
広
め
る
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設
。 

 
 
h
t
tp
:/
/m
iy
az
aw
a
-
la
ne
.c
om
/ 

５
・
１ 

札
幌
メ
ー
デ
ー
（
中
央
区
中
島
公
園
５
・
６

集
会
で
ビ
ラ
５
０
０
枚
配
布
（
山
本
、
奥
井
、
根
岸
） 

５
・
３ 

札
幌
憲
法
集
会
で
チ
ラ
シ
５
０
０
枚
と
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
販
売
（
北
明
） 

５
・
６ 

「
秘
密
保
護
法
廃
棄
と
宮
澤
弘
幸
の
名
誉
回

復
を
求
め
る
市
民
集
会
」（
札
幌
・
２
４
０
人
）
秋
間

さ
ん
が
「
ス
パ
イ
の
家
族
の
苦
し
み
」
を
訴
え
。
齋

藤
耕
弁
護
士
が
「
秘
密
保
護
法
施
行
阻
止
か
ら
廃
棄

へ
の
運
動
」
に
つ
い
て
問
題
提
起
。
「
心
の
会
の
碑
」

（
仮
称
）
建
立
運
動
を
提
起
。
拍
手
で
承
認
。 

５
・
７ 

北
大
当
局
と
交
渉
。
北
大
側
＝
三
上
副
学
長
、

井
上
大
学
文
書
館
員
、
佐
藤
浩
司
・
総
務
企
画
部
総

務
課
課
長
補
佐
。
「
真
相
を
広
め
る
会
」
側
＝
秋
間
、

山
野
井
・
山
本
代
表
、
大
住
、
奥
井
、
刈
谷
、
北
明
、

寺
沢
各
幹
事
、
根
岸
、
水
久
保
事
務
局
次
長
。
秋
間

さ
ん
が
宮
澤
弘
幸
の
ア
ル
バ
ム
を
寄
贈
。
北
大
は
「
宮

澤
事
件
は
冤
罪
で
あ
る
」
こ
と
を
認
め
、
「
宮
澤
賞
」

 

 1.24「秘密法反対全国ネットワーク」結成 

記者会見（参院議員会館） 

 

 

 
 2.22 秋間美江子さんが出席して「宮澤弘 
幸追悼・顕彰のつどい」（東京） 

 

 5.6「秘密保護法廃棄と宮澤弘幸の名誉回

復を求める市民集会」（札幌） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3.11秋間さん毎日放送ラジオで訴える 

 

http://miyazawa-lane.com/


- 136 -       

（
仮
称
）
創
設
を
提
起
。
秋
間
さ
ん
と
「
真
相
を
広

め
る
会
」
は
、
冤
罪
で
あ
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
の

「
宮
澤
賞
」
創
設
に
同
意
。
し
か
し
謝
罪
と
責
任
明

確
化
は
引
き
続
き
追
及
す
る
と
通
告
。
さ
ら
に
「
心

の
会
の
碑
」（
仮
称
）
建
立
に
協
力
を
要
請
し
た
が
北

大
は
明
言
せ
ず
。
幹
事
会
。 

５
・
21 

「
会
報
」
第
９
号
（
「
ス
パ
イ
の
家
族
」
の

苦
し
み
訴
え
る 

５
・
６
市
民
集
会
な
ど
） 

５
・
28 

山
口
北
大
総
長
宛
に
建
碑
敷
地
提
供
を
要
請

す
る
「
要
請
書
」
送
付
。 

６
・
１ 

「
何
が
秘
密
か
そ
れ
も
秘
密
―
『
宮
澤
・
レ

ー
ン
事
件
』
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
と
講
演
」（
治
安
維
持
法
国

賠
同
盟
八
王
子
支
部
大
会
、
東
京
・
八
王
子
労
政
会

館
。
福
島
） 

７
・
１ 

パ
ン
フ
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
『
ス
パ
イ
冤
罪
事

件
』
引
き
裂
か
れ
た
青
春
」（
登
山
時
報
所
載
改
訂
版
）

第
２
刷
発
行
。 

７
・
１ 

安
倍
内
閣
、
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
閣
議
決 

定 

７
・
５
、
６ 

「
秘
密
法
反
対
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

第
２
回
全
国
交
流
集
会
」（
大
阪
。
大
住
、
福
島
） 

８
・ 

「
千
葉
市
若
葉
９
条
の
会
」
（
山
野
井
） 

９
・
５ 

花
伝
社
刊
「
引
き
裂
か
れ
た
青
春
―
戦
争
と

国
家
秘
密
」
発
行
。 

９
・
20 

治
安
維
持
法
国
家
賠
償
要
求
同
盟
立
川
昭
島

支
部
準
備
会
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
」
学
習
会
（
立

川R
IS
UR
U

ホ
ー
ル
。
福
島
） 

９
・
27 

「
川
越
九
条
の
会
」（
埼
玉
。
山
野
井
） 

９
・
30 

「
心
の
会
の
碑
」
（
仮
称
）
建
碑
敷
地
提
供

を
求
め
る
「
要
請
書
」
に
賛
同
し
た
３
４
０
余
人
の

署
名
を
山
本
代
表
、
北
明
幹
事
、
根
岸
次
長
が
北
大

窓
口
担
当
者
に
手
渡
す
。 

10
・
６ 

「
負
け
る
な
北
星
！
の
会
」
設
立
、
池
澤
夏

樹
さ
ん
ら
43
人
が
呼
び
か
け
（
札
幌
市
） 

10
・
８ 

「
川
越
原
爆
展
実
行
委
員
会
」（
山
野
井
） 

10
・
30 

山
口
北
大
総
長
名
で
山
野
井
・
山
本
両
代

表
宛
に
「『
心
の
会
の
碑
』（
仮
称
）
建
立
に
つ
い
て
」

と
題
し
て
「
本
年
９
月
30
日
付
け
文
書
で
申
し
入
れ

の
あ
り
ま
し
た
『
心
の
会
の
碑
』（
仮
称
）
の
建
立
に

か
か
る
要
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
応
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
願
い
ま
す
」
と
の
文
書
が

届
く
。 

11
・
１ 

「
会
報
」
第
10
号
（
「
心
の
会
の
碑
」
（
仮

称
）
建
立
賛
同
者
３
５
０
余
人
に
・
北
大
に
全
面
的

協
力
を
再
度
申
入
れ
な
ど
） 

11
・
７ 

「
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
求
め
る
市
民
集
会

―
ほ
ん
と
に
怖
い
秘
密
保
護
法
～
あ
な
た
も
逮
捕
さ

れ
る
か
も
し
れ
な
い
～
」
山
野
井
・
代
表
が
講
演
（
浦

和
・
さ
い
た
ま
共
済
会
館
、
１
３
０
人
参
加
、
主
催
・

埼
玉
弁
護
士
会
、
共
催
・
日
本
弁
護
士
連
合
会
、
関

東
弁
護
士
会
連
絡
会
）（
福
島
同
席
）。 

11
・
10 

山
口
北
大
総
長
宛
に
、
建
碑
敷
地
提
供
拒

否
の
理
由
を
質
す
「
再
回
答
要
請
書
」
を
送
付
。 

11
・
30 

「
西
岡
九
条
の
会
発
足
10
周
年
記
念
の
集

い
」（
札
幌
西
岡
福
住
地
区
セ
ン
タ
ー
）
山
本
代
表
が

「
学
び
の
権
利
と
平
和
―
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
理
想
を

継
い
で
」
と
題
し
て
講
演
。 

12
・
３ 

根
岸
次
長
が
佐
藤
総
務
課
長
補
佐
に
電
話
で

回
答
を
要
請
、
佐
藤
補
佐
は
「
10
月
30
日
付
回
答

の
通
り
で
新
た
な
回
答
は
し
な
い
」
と
返
答
。 

12
・
６ 

強
行
採
決
か
ら
１
年
、
秘
密
保
護
法
施
行
す

る
な
！
12
・
６
大
集
会
（
日
比
谷
公
園
。
福
島
） 

12
・
６
～
７ 

「
秘
密
法
反
対
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 5.7秋間美江子さんと「真相を広める 
 会」が三上隆北大副学長に宮澤弘幸の 
 遺品アルバムを贈呈して交渉 

 

 

 

 

 

 

 
 7.5、6秘密法反対全国ネットワーク第２回
全国交流集会（大阪） 

 

 

 

 

 

 

 

 
 9.30 山本玉樹代表、北明邦雄幹事、根岸 
正和次長が「心の会の碑」（仮称）建立賛 

同署名を北大窓口担当者に手渡す 

 

 11.7「秘密保護法の廃止を求める市民集 
会」（浦和）で講演する山野井孝有代表 
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第
３
回
全
国
交
流
集
会
」（
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
。
福

島
、
水
久
保
） 

12
・
７ 

「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
、
秘
密
保
護
法
廃
止

市
民
集
会
―
安
倍
暴
走
政
権
は
こ
の
国
を
ど
こ
へ
？
」

（
北
大
学
術
交
流
会
館
。
１
７
０
人
）
山
本
代
表
が

基
調
報
告
、
齋
藤
耕
弁
護
士
が
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事

件
か
ら
考
え
る
特
定
秘
密
保
護
法
」
に
つ
い
て
講
演

し
問
題
提
起
、
山
野
井
代
表
が
戦
争
体
験
を
報
告
。

幹
事
会
。 

12
・
10 

秘
密
保
護
法
施
行 

12
・
11 

山
口
北
大
総
長
宛
に
「『
心
の
会
の
碑
』（
仮

称
）
に
関
す
る
交
渉
申
入
れ
」
を
送
付
。 

12
・
14 

第
47
回
総
選
挙
。
各
党
新
議
席
は
、
自
民

２
９
１
、
民
主
73
、
維
新
41
、
公
明
35
、
共
産
21
、

そ
の
他
、
計
４
７
５ 

12
・
12 

「
新
聞
Ｏ
Ｂ
九
条
の
会 

望
年
の
夕
べ
」（
文

京
区
民
会
館
）
で
、
福
島
事
務
局
長
が
、
宮
澤
・
レ

ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
の
概
要
を
報
告
し
て
「
２
・

22
の
つ
ど
い
」
参
加
を
要
請
。 

12
・
18 

「
会
報
」
第
11
号
（
安
倍
暴
走
政
権
は
こ

の
国
を
ど
こ
へ
！
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
、
秘
密
保

護
法
廃
止
市
民
集
会
」
開
く
な
ど
） 

12
・
20 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
報
道
の
自
由
、
学
問
の
自

由
、
大
学
の
自
治
を
考
え
る
～
北
星
問
題
の
根
底
に

あ
る
も
の
」（
札
幌
市
） 

  

【
２
０
１
５
年
】 

１
・
５ 

「
北
海
道
歴
史
教
育
者
協
議
会
冬
の
全
道
教

育
研
究
集
会
」
で
、
宮
澤
事
件
・
建
碑
賛
同
署
名
訴

え
（
エ
ル
プ
ラ
ザ
。
北
明
） 

１
・
13 

「
新
聞
Ｏ
Ｂ
九
条
の
会
幹
事
会
」
（
新
聞
労

連
書
記
局
）「
２
・
22
の
つ
ど
い
」
に
参
加
要
請
（
福

島
）、
在
札
幌
幹
事
懇
談
（
エ
ル
プ
ラ
ザ
。
５
人
） 

１
・
31 

「
集
団
的
自
衛
権
の
閣
議
決
定
に
反
対
す
る

北
海
道
の
大
学
・
高
専
関
係
者
有
志
ア
ピ
ー
ル
の
会

第
２
回
講
演
会
」
で
宮
澤
事
件
・
建
碑
賛
同
署
名
訴

え
（
北
大
、
約
１
０
０
人
。
北
明
） 

２
・
17 

Ｊ
Ｃ
Ｊ
緊
急
講
演
会
「
慰
安
婦
報
道
、
ね
つ

造
で
は
な
い
」（
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
、
福
島
） 

２
・
22 

「
戦
争
へ
の
道
」
許
さ
ず
、
秘
密
保
護
法
廃

止
を
！
―
宮
澤
弘
幸
追
悼
・
顕
彰
２
・
22
の
つ
ど
い

（
新
宿
・
常
圓
寺
ホ
ー
ル
）
95
人
参
加
。
清
水
雅
彦
・

日
本
体
育
大
学
教
授
が
「
秘
密
保
護
法
が
与
え
る
市

民
生
活
の
影
響
―
あ
く
ま
で
も
廃
止
を
求
め
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。 

２
・
22 

北
海
道
大
学
在
京
Ｏ
Ｂ
交
流
会
（
東
京
・
新

宿
ニ
ュ
ー
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
。
山
本
、
山
野
井
、
北
明
、

奥
井
） 

２
・
23 

幹
事
会
（
東
京
・
千
代
田
区
ひ
ま
わ
り
館
）

「
活
動
総
括
」
な
ど
決
定
。 

３
・
５ 

山
口
佳
三
・
北
大
総
長
宛
に
「
心
の
会
の
碑
」

（
仮
称
）
建
立
に
関
す
る
「
再
々
申
入
書
」
を
速
達
・

親
展
で
郵
送
。
コ
ピ
ー
を
三
上
副
学
長
、
佐
藤
総
務

課
長
補
佐
に
普
通
郵
便
で
郵
送
。 

３
・
５ 

建
碑
呼
び
か
け
人
６
氏
に
福
島
事
務
局
長
名
で

「
呼
び
か
け
人
会
議
」
開
催
の
要
請
手
紙
を
郵
送
。 

３
・
８ 

国
際
女
性
デ
ー
・
函
館
地
区
集
会
講
演
会
（
函

館
市
・
亀
田
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
神
田
健
策
・
弘
前
大

学
名
誉
教
授
が
「
レ
ー
ン
・
宮
澤
事
件
と
特
定
秘
密

保
護
法
～
戦
争
に
引
き
裂
か
れ
た
北
大
生
の
家
族
」

 

 

 

 

 

 

 

 12.6「秘密法反対全国ネットワーク・第３回
全国交流集会」 

 

 12.7「宮澤・レーン事件、秘密保護法廃止
市民集会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 2.22「宮澤弘幸追悼・顕彰 2.22のつどい」  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2.22 「北海道大学在京 OB交流会」 
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3.24 労山「登山者サロン」で講演する 

山野井孝有代表（東京） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 4.8 北海道大学入学式で新入生にリーフ
レットを配布した山本玉樹代表（左）と幹

事、会員のみなさん 

 

 

 5.9「憲法記念日を祝う集い」（川越市）で 
  講演する山野井孝有代表 

と
題
し
て
講
演
。 

３
・
17 

「
会
報
」
第
12
号
（
「
戦
争
へ
の
道
」
許

さ
ず
、
秘
密
保
護
法
廃
止
を
！ 

宮
澤
弘
幸
追
悼
・

顕
彰
２
・
22
の
つ
ど
い
な
ど
） 

３
・
22 

福
島
事
務
局
長
か
ら
佐
藤
総
務
課
長
補
佐
宛

に
、
３
月
５
日
付
「
再
々
申
入
書
」
に
対
す
る
回
答

要
請
の
メ
ー
ル
送
信
。 

３
・
24 

労
山
「
登
山
者
サ
ロ
ン
」
で
山
野
井
代
表
が

「
平
和
憲
法
が
あ
ぶ
な
い
―
私
の
戦
争
体
験
＝
宮

澤
・
レ
ー
ン
冤
罪
事
件
に
も
ふ
れ
て
」
講
演
。
28
人

参
加
。
建
碑
賛
同
呼
び
か
け
に
12
人
が
賛
同
署
名

（
福
島
） 

３
・
26 

佐
藤
総
務
課
長
補
佐
に
、
電
話
で
「
再
々
申

入
書
」
へ
の
回
答
を
求
め
る
。
「
昨
年
10
月
30
日

付
文
書
回
答
と
変
わ
ら
な
い
」
と
回
答
。 

３
・
31 

北
大
入
学
式
へ
向
け
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
北

大
生
の
皆
さ
ん
へ
」
作
成
。 

４
・
４ 

「
北
海
道
の
大
学
・
高
専
関
係
者
有
志
の
会
」

主
催
集
会
で
、
建
碑
賛
同
呼
び
か
け
（
山
本
、
奥
井
） 

４
・
８ 

 

北
大
入
学
式
で
新
入
生
に
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
配

布
（
山
本
、
北
明
、
奥
井
登
、
奥
井
、
河
道
） 

４
・
13 

北
大
関
係
者
（
工
学
部
教
員
、
組
合
、
科
学

者
会
議
等
）
と
今
後
の
運
動
に
つ
い
て
意
見
交
換
（
山

本
、
根
岸
、
刈
谷
、
奥
井
、
北
明
） 

４
・
15 

北
大
生
協
へ
、
書
籍
販
売
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト

設
置
、
賛
同
署
名
、
学
習
会
等
の
取
組
み
に
つ
い
て

要
請
（
北
明
、
奥
井
） 

４
・
20 

山
口
北
大
総
長
宛
に
山
野
井
・
山
本
代
表
名

で
、
建
碑
敷
地
提
供
へ
の
回
答
申
入
書
を
送
付
。 

４
・
21 

吉
田
年
克
・
新
総
務
課
長
補
佐
に
福
島
事
務

局
長
名
で
窓
口
確
認
文
書
を
送
付
。 

 

５
・
１ 

「
第
86
回
メ
ー
デ
ー
北
海
道
集
会
」
に
横
断

幕
を
掲
げ
て
参
加
（
中
島
公
園
自
由
広
場
、
３
０
０

０
人
。
山
本
、
奥
井
、
北
明
、
会
員
多
数
） 

５
・
３ 

「
ビ
ー
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
９
条
の
会
・
北
海
道

第
３
回
例
会
」
で
宮
澤
事
件
・
建
碑
賛
同
署
名
訴
え

（
高
校
教
職
員
セ
ン
タ
ー
、
50
余
人
。
北
明
） 

５
・
５ 

自
衛
隊
違
憲
判
決
（
１
９
７
３
・
９
・
７
）

を
勝
ち
取
っ
た
闘
い
の
地
長
沼
町
で
北
海
道
平
和
委

員
会
等
主
催
の
「
長
沼
馬
追
山
登
山
・
交
流
会
」
で

宮
澤
事
件
・
建
碑
賛
同
署
名
訴
え
（
30
数
人
、
山
本
、

奥
井
、
北
明
） 

５
・
９ 

「
憲
法
記
念
日
を
祝
う
集
い
―
宮
澤
・
レ
ー

ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
―
特

定
秘
密
保
護
法
の
問
題
点
を
考
え
る
」
で
山
野
井
代

表
が
講
演
（
川
越
・
ク
ラ
ッ
セ
。
福
島
） 

５
・
14 

安
倍
内
閣
「
戦
争
法
案
」
を
閣
議
決
定 

５
・
15 

在
札
幌
幹
事
懇
談
（
エ
ル
プ
ラ
ザ
。
５
人
） 

５
・
16 

「
札
幌
地
区
カ
ト
リ
ッ
ク
正
義
と
平
和
委
員

会
主
催
中
野
晃
一
氏
講
演
会
」
で
宮
澤
事
件
・
建
碑

賛
同
署
名
訴
え
、
パ
ン
フ
販
売
（
カ
ト
リ
ッ
ク
北
一

条
教
会
。
奥
井
） 

５
・
25 

「
会
報
」
第
13
号
（
９
条
は
人
類
の
宝
・

日
本
国
民
の
誇
り 

許
す
な
壊
憲
・
「
戦
争
法
案
」
） 

６
・
２ 

「
キ
リ
ス
ト
者
平
和
の
会
主
催
戦
後
70
年
集

会
」
で
宮
澤
事
件
・
建
碑
賛
同
署
名
訴
え
（
北
海
道

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
、
約
40
人
。
山
本
、
根
岸
、

北
明
） 

６
・
４ 

衆
院
憲
法
審
査
会
で
自
民
党
推
薦
の
長
谷
部

恭
男
早
大
大
学
院
教
授
含
む
３
人
の
憲
法
学
者
が
法

案
を
「
憲
法
９
条
違
反
」
と
指
摘
。 

６
・
16
～
30 

フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
展
（
イ
タ

リ
ア
文
化
会
館
。
福
島
、
寺
沢
） 

「
北
大
生
の
皆
さ
ん
、
全
国
の
皆
さ
ん
」
へ 

「
宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
の

真
相
を
訴
え
る
リ
ー
フ
レ
ッ
ト 
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６
・
17 

「
札
幌
中
心
街
職
場
９
条
の
会
主
催
外
岡
秀

俊
氏
（
建
碑
賛
同
者
）
講
演
会
」
で
宮
澤
事
件
・
建

碑
賛
同
署
名
訴
え
（
奥
井
） 

７
・
４ 
山
口
北
大
総
長
宛
に
山
野
井
・
山
本
代
表
名

で
、
「
『
北
海
道
大
学
宮
澤
記
念
賞
』
に
つ
い
て
の

意
見
」
送
付
。 

７
・
16 

「
戦
争
法
案
」
衆
議
院
通
過
、
参
議
院
へ 

７
・
17 

吉
田
総
務
課
長
補
佐
に
福
島
事
務
局
長
名
で
、

宮
澤
賞
に
つ
い
て
会
員
に
報
告
す
る
た
め
に
①
授
賞

式
の
内
容
②
授
賞
学
生
10
人
の
氏
名
な
ど
を
知
ら

せ
て
欲
し
い
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
。 

７
・
23 

「
市
民
に
よ
る
〝
敗
戦
70
年
談
話
〟
を
創

る
実
行
委
員
会
主
催
西
山
太
吉
氏
講
演
会
」
で
宮
澤

事
件
・
建
碑
賛
同
署
名
訴
え
（
エ
ル
プ
ラ
ザ
。
奥
井
） 

７
・
25 

「
医
療
９
条
の
会
北
海
道
主
催
伊
勢
崎
賢
治

氏
講
演
会
」
で
宮
澤
事
件
・
建
碑
賛
同
署
名
訴
え
（
奥

井
） 

７
・
26 

「
と
め
よ
う
！
戦
争
法
、
集
ま
ろ
う
！
国
会

へ
！ 

７
・
26
国
会
包
囲
行
動
」
（
福
島
） 

７
・
30 

「
真
相
を
広
め
る
会
」
の
幟
完
成
。
札
幌
、

東
京
で
各
２
枚
保
管
。 

８
・
２ 

北
海
道
大
学
教
員
有
志
が
「
安
全
保
障
関
連

法
案
の
廃
案
を
求
め
ま
す
」
の
声
明
発
表
。
声
明
文

中
に
「
私
達
の
先
達
が
不
当
に
逮
捕
・
監
禁
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
中
に
北
海
道
大
学
の
宮
澤
弘
幸
（
工
学

部
学
生
）、
ハ
ロ
ル
ド
と
ポ
ー
リ
ン
・
レ
ー
ン
夫
妻
（
英

語
教
師
）
が
い
た
こ
と
を
、
私
た
ち
は
痛
み
を
も
っ

て
思
い
起
こ
し
ま
す
」 

８
・
６ 

「
秘
密
保
護
法
廃
止
、
８
・
６
『
12
・
６
忘

れ
な
い
６
日
行
動
』
」
（
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
前
）
。

福
島
事
務
局
長
が
「
真
相
を
広
め
る
会
」
の
幟
を
初

め
て
掲
げ
て
、
事
件
の
概
要
を
訴
え
る
。 

８
・
７ 

レ
ー
ン
夫
妻
墓
参
（
札
幌
・
円
山
墓
地
。
山

本
、
刈
谷
、
奥
井
、
北
明
） 

８
・
８ 

「
札
幌
市
琴
似
・
山
の
手
９
条
の
会
主
催
戦

争
法
反
対
小
森
陽
一
氏
講
演
会
」
で
宮
澤
事
件
・
建

碑
賛
同
署
名
訴
え
（
西
区
区
民
セ
ン
タ
ー
、
約
１
５

０
人
。
北
明
） 

８
・
25 

「
日
本
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
会
議
（
Ｊ
Ｃ
Ｊ
）

北
海
道
支
部
主
催
青
木
美
希
氏
講
演
会
」
で
宮
澤
事

件
・
建
碑
賛
同
署
名
訴
え
（
奥
井
） 

８
・
29 

「
戦
争
と
平
和
を
考
え
る
講
演
会
『
こ
の
美

し
い
地
球
を
何
時
ま
で
も
』
平
和
・
九
十
余
歳
の
巨

木
画
家
の
訴
え
、
再
び
許
す
ま
い
『
あ
る
北
大
生
の

受
難
』
」
（
北
大
遠
友
学
舎
ク
ラ
ー
ク
講
座
・
主
催
、

北
大
生
・
宮
澤
弘
幸
「
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
」
の
真
相

を
広
め
る
会
・
協
賛
、
北
大
学
術
交
流
会
館
）
山
本

代
表
が
「
繰
り
返
す
な 

宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ

冤
罪
事
件
」
と
題
し
て
講
演
。（
山
野
井
、
刈
谷
、
根

岸
、
福
島
、
奥
井
、
北
明
） 

８
・
30 

「
戦
争
法
案
廃
案
！
安
倍
政
権
退
陣
！
国
会

10
万
人
・
全
国
１
０
０
万
人
行
動
」。
東
京
・
日
比

谷
公
園
会
場
で
北
大
Ｏ
Ｂ
、
新
聞
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ん

と
交
流
（
山
野
井
、
福
島
、
会
員
多
数
） 

８
・
31 

幹
事
・
橋
本
修
二
さ
ん
死
去
。 

９
・
１ 

在
札
幌
幹
事
懇
談
（
エ
ル
プ
ラ
ザ
。
５
人
） 

９
・
５ 

「
戦
争
法
案
を
許
す
な
」
講
演
会
（
京
都
府

勤
労
者
山
岳
会
、
京
都
登
山
者
９
条
の
会
・
共
催
、

京
都
府
中
小
企
業
会
館
）
で
、
山
野
井
代
表
が
「
宮

澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
か
ら
考
え
る
」
と

題
し
て
講
演
。 

９
・
19 

参
議
院
本
会
議
、
戦
争
法
を
可
決
。
成
立 

 
. 8.6「秘密保護法廃止、12.6忘れない６日 

行動」に「真相広める会」の幟を掲げる 

 

 

 

 
. 8.29「戦争と平和を考える講演会」（札幌） 

 

 

 

 

.8.30「戦争法案廃案！安倍政権退陣！ 

国会 10万人・全国 100万人行動」。北大 
在京 OB,新聞 OB九条の会のメンバーと 
参加（東京） 
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９
・
19 

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
北
海
道
総
が
か
り
行
動

実
行
委
員
会
主
催
の
戦
争
法
認
め
な
い
抗
議
パ
レ
ー

ド
」
に
真
相
を
広
め
る
会
幟
と
横
断
幕
を
持
っ
て
参

加
（
山
本
、
奥
井
、
北
明
、
会
員
多
数
）
こ
の
前
後

に
も
戦
争
法
反
対
集
会
・
パ
レ
ー
ド
に
も
参
加
。 

10
・
１ 

防
衛
装
備
庁
発
足 

10
・
22 

在
札
幌
幹
事
懇
談
（
エ
ル
プ
ラ
ザ
、
５
人
） 

10
・
23 

吉
田
総
務
課
長
補
佐
宛
て
に
福
島
事
務
局

長
名
で
、
建
碑
賛
同
署
名
が
１
０
０
０
人
を
超
え
て

い
る
の
で
、
手
渡
し
た
上
で
敷
地
提
供
を
要
請
す
る

た
め
、
11
月
10
日
ま
で
に
三
上
副
学
長
と
の
面
会

設
定
を
要
請
す
る
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
送
付
。 

11
・
５ 

在
札
幌
幹
事
懇
談
（
エ
ル
プ
ラ
ザ
、
９
人
） 

11
・
７ 

福
島
事
務
局
長
が
吉
田
総
務
課
長
補
佐
宛
て

に
、
10
・
23
要
請
へ
の
回
答
を
電
話
で
求
め
た
と

こ
ろ
、
三
上
副
学
長
と
の
面
会
に
は
「
応
じ
ら
れ
な

い
」
、
同
氏
も
了
解
の
上
で
の
こ
と
か
と
の
問
い
に

は
「
答
え
ら
れ
な
い
」
と
一
方
的
に
電
話
を
切
る
。 

11
・
22 

「
日
本
科
学
者
会
議
北
海
道
支
部
主
催
講

演
会
」
で
山
本
代
表
が
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
が
現

在
に
問
う
て
い
る
も
の
」
と
題
し
て
講
演
（
北
大
農

学
部
。
北
明
） 

11
・
30 

北
大
構
内
で
12
・
６
集
会
チ
ラ
シ
と
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
配
布
（
奥
井
、
北
明
、
北
大
職
員
） 

12
・
５ 

幹
事
会
（
札
幌
）
。
今
後
の
活
動
方
針
等
を

決
定
。「
真
相
を
広
め
る
会
」
の
旗
を
高
く
掲
げ
、
秘

密
保
護
法
、
戦
争
法
廃
止
へ
向
け
、
手
弁
当
を
旨
と

し
た
活
動
方
針
を
。「
心
の
会
の
碑
」
に
つ
い
て
は
現

状
を
踏
ま
え
、
建
立
期
成
会
の
立
ち
上
げ
を
断
念
し

た
う
え
で
、
今
後
を
見
守
る
。 

12
・
６ 

「
特
定
秘
密
保
護
法
廃
止
！
安
保
法
制
＝
戦

争
法
廃
止
！ 

宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件

の
再
来
を
許
さ
な
い
道
民
の
集
い
」（
北
大
学
術
交
流

会
館
。
１
２
０
人
）。
荻
野
富
士
夫
・
小
樽
商
科
大
学

教
授
が
「
戦
時
下
の
言
論
・
思
想
弾
圧
―
宮
澤
・
レ

ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
の
背
景
を
考
え
る
」
と
題

し
て
講
演
。 

 

 

【
２
０
１
６
年
】 

１
・
12 

「
心
の
会
の
碑
」
（
仮
称
）
建
碑
敷
地
提
供

を
求
め
る
「
要
請
書
」
に
賛
同
し
た
１
１
５
９
人
の

署
名
を
再
度
の
要
請
書
に
添
付
し
て
、
山
本
代
表
、

根
岸
事
務
局
次
長
、
北
明
幹
事
が
北
大
窓
口
担
当
者

に
手
渡
す
。 

１
・
30 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
世

田
谷
支
部
学
習
会
で
「
弾
圧
が
戦
争
を
先
導
す
る
―

宮
澤
・
レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
と
秘
密
保
護
法
・

戦
争
法
」
学
習
会
。
福
島
事
務
局
長
が
講
演
。 

２
・
22 

宮
澤
弘
幸
七
十
回
忌
の
墓
参
。
正
午
か
ら
午

後
４
時
ま
で
事
務
局
が
東
京
・
新
宿
の
菩
提
寺
「
常

圓
寺
」
境
内
で
案
内
に
立
ち
、
三
々
五
々
、
三
十
人

余
が
参
加
。
北
大
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
有
志
が
別
会
場
で
「
戦

争
法
・
秘
密
保
護
法
廃
止
を
―
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件

を
忘
れ
な
い
―
宮
澤
弘
幸
の
命
日
に
つ
ど
う
北
大
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
の
つ
ど
い
」
を
開
く
。「
真
相
を
広
め
る
会
」

か
ら
も
山
本
代
表
ら
６
人
が
参
加
。 

３
・
19 

「
戦
争
法
廃
止
・
安
倍
政
権
の
暴
走
許
さ
な

い
！
日
比
谷
集
会
」
（
東
京
・
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
）

に
「
真
相
を
広
め
る
会
」
の
幟
を
持
っ
て
参
加
（
伊

藤
、
福
島
、
水
久
保
） 

３
・
26 

「
原
発
の
な
い
未
来
へ
！
つ
な
が
ろ
う
福

島
！
守
ろ
う
い
の
ち
！
全
国
大
集
会
」（
東
京
・
代
々

 
 9.19安保法案廃棄パレード「私たちは 
 戦わない」（札幌） 

 

 

12.6「特定秘密保護法廃止！安保法制 
 ＝戦争法廃止！宮澤・レーン・スパイ 
 冤罪事件の再来を許さない道民の集い」 

（北大学術交流会館） 
 

 

 2.22 宮澤弘幸七十回忌墓参。北大ＯＢら 
約 30人が墓前に花を手向けた 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

3.29 戦争法施行抗議国会包囲総行動 
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木
公
園
）「
真
相
を
広
め
る
会
」
の
幟
を
持
っ
て
参
加

（
福
島
、
水
久
保
） 

３
・
29 

戦
争
法
施
行
抗
議
国
会
議
事
堂
包
囲
大
集
会

に
３
７
０
０
０
人
（
水
久
保
） 

３
・
30 

「
会
報
号
外
①
」
発
行
（
諸
集
会
な
ど
参
加

状
況
の
写
真
主
体
の
報
告
） 

４
・
６ 

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
『
宮
澤
・
レ
ー
ン
「
ス
パ
イ

冤
罪
事
件
」
二
度
と
許
す
ま
じ
！
秘
密
保
護
法
・
戦

争
法
は
廃
止
せ
よ
！
』
発
行
。
幟
と
合
わ
せ
、
集
会

参
加
の
折
に
手
渡
し
す
る
た
め
に
。 

４
・
22 

植
村
訴
訟
札
幌
地
裁
初
公
判
（
山
本
、
根
岸

傍
聴
参
加
） 

４
・
24 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
賠
同
盟
立
川
・
昭
島

支
部
学
習
会
（
立
川
）
で
、
福
島
事
務
局
長
が
宮
澤
・

レ
ー
ン
・
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
の
真
相
を
訴
え
る
。 

５
・
１ 

第
87
回
メ
ー
デ
ー
。
札
幌
と
東
京
で
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
「
ス
パ
イ
冤
罪
二
度
と
許
す
な
・
戦
争
法
廃

止
」
１
１
０
０
枚
を
配
布
し
て
宣
伝
（
札
幌
＝
根
岸
、

東
京
＝
水
久
保
、
福
島
） 

５
・
３ 

憲
法
集
会(

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
＝
有
明
。

水
久
保
、
福
島
、
北
大
Ｏ
Ｂ)

 

５
・
８ 

「
会
報
号
外
②
」
発
行
（
第
87
回
メ
ー
デ
ー
、

リ
ー
フ
１
１
０
０
枚
配
布
） 

６
・
５ 

「
戦
争
法
廃
止
！
安
倍
内
閣
退
陣
！
６
・
５

総
が
か
り
行
動
」（
国
会
周
辺
。
水
久
保
、
福
島
、
北

大
Ｏ
Ｂ
） 

６
・
７ 

「
会
報
号
外
③
」
発
行
（
戦
争
法
廃
止
！
安

倍
内
閣
退
陣
―
６
・
５
総
が
か
り
行
動
、
４
万
人
が

参
加
） 

６
・
25 

「
会
報
号
外
④
」
発
行
（
沖
縄
、
怒
り
を
結

集
し
た
６
・
19
大
集
会
水
久
保
レ
ポ
ー
ト
） 

７
・
11 

第
24
回
参
院
選
（
自
民
１
２
１
．
公
明
25
、

民
進
49
、
共
産
14
、
お
お
さ
か
維
新
12
、
日
本
の

心
３
、
社
民
２
、
そ
の
他
15
） 

７
・
16 

「
戦
後
70
年
の
曲
が
り
角
で
―
レ
ー
ン
夫

妻
を
語
る
」（
札
幌
＝
「
宮
澤
・
レ
ー
ン
事
件
を
考
え

る
会
」「
日
本
基
督
教
団
札
幌
北
教
会
」
共
催
）
山
本
、

北
明
、
奥
井
、
水
久
保
参
加
。 

７
・
22 

福
島
事
務
局
長
が
「
今
後
の
活
動
体
制
」
に 

つ
い
て
成
案
を
取
り
ま
と
め
、
全
幹
事
会
メ
ン
バ
ー

に
提
起
。
提
案
受
け
持
回
り
幹
事
会
。 

７
・
28 

「
新
聞
Ｏ
Ｂ
九
条
の
会 

講
演
と
納
涼
の
夕

べ
」（
東
京
・
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
）
に
、
福
島
ほ
か

参
加
。
ス
パ
イ
冤
罪
事
件
を
訴
え
。 

８
・
１ 

植
村
訴
訟
で
、
原
告
・
植
村
隆
さ
ん
ら
が
本

会
事
務
局
を
訪
れ
支
援
要
請
。
山
野
井
、
福
島
、
水

久
保
が
応
接
。 

８
・
３ 

植
村
訴
訟
第
６
回
口
頭
弁
論
（
東
京
地
裁
）

山
野
井
、
福
島
、
水
久
保
が
傍
聴
。 

８
・
６ 

事
務
局
長
提
案
を
持
回
り
幹
事
会
で
原
案
通

り
決
定
。 

８
・
６
「
会
報
号
外
⑤
」
発
行
（
植
村
訴
訟
第
６
回
口

頭
弁
論
＝
東
京
地
裁
ほ
か
） 

８
・
15
「
会
報
号
外
⑥
」
発
行
（
本
会
・
今
後
の
活
動

体
制
ほ
か
） 

９
・
16
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
１
号
（
憲
法
改
悪
阻
止
・

戦
争
法
廃
止
！
９
・
19
総
が
か
り
行
動
へ
） 

９
・
22
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
２
号
（
戦
争
法
廃
止
を
！

国
会
前
に
２
３
０
０
０
人
） 

10
・
21
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
３
号
（
安
倍
政
権
の

暴
走
、
断
固
阻
止
へ
！
） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 5.1「第 87回メーデー」札幌（上）と 

東京（下）でリーフレット「スパイ冤 
罪を二度と許すな！戦争法廃止！」 
を 1100枚宣伝。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 5.3「憲法集会」(東京臨海広域防災公 

園＝有明） 

 

 

 

 

 

 

 

 
  
 
 

6.5「戦争法廃止！安倍内閣退陣！6.5 
総がかり行動」 

 

 



- 142 -       

11
・
21
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
４
号
（
南
ス
ー
ダ
ン

へ
の
自
衛
隊
派
遣
反
対
） 

12
・
８
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
５
号
（
12
月
８
日
を

忘
れ
な
い
） 

  

12
・
1
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
６
号
（
12
月
８
日
を

忘
れ
ま
い
、
宮
澤
弘
幸
墓
参
） 

12
・
14 

第
47
回
衆
議
院
選
挙
（
自
民
２
９
１
，
公

明
35
、
民
主
73
、
維
新
41
、
共
産
21
、
他
14
） 

12
・
21
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
７
号
（
植
村
隆
さ
ん

へ
の
「
捏
造
記
者
」
攻
撃
を
許
さ
な
い
！
） 

 

【
２
０
１
７
年
】 

１
・
22
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
８
号
（
共
謀
罪
は
国
民

弾
圧
凶
暴
装
置
だ
！
） 

２
・
22 

宮
澤
弘
幸
顕
彰
・
追
悼
墓
参
、
30
人
参
加

◇
「
北
大
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
つ
ど
い
」（
常
圓
寺
祖
師
堂
ホ

ー
ル
、
40
人
参
加
）。 

２
・
10 

植
村
裁
判
・
札
幌
訴
訟
第
６
回
口
頭
弁
論
、

（
根
岸
） 

２
・
16
「
事
務
局
た
よ
り
」
速
報
（
有
楽
町
マ
リ
オ
ン

前
で
「
共
謀
罪
」
反
対
宣
伝
行
動
） 

２
・
24
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
９
号
（
「
共
謀
罪
・
戦

争
法
」
と
「
格
差
・
貧
困
」
は
同
根
！
野
党
と
市
民

の
共
闘
、
今
こ
そ
） 

３
・
16 

千
代
田
総
行
動
。
Ｊ
Ｒ
お
茶
の
水
駅
頭
で
、

共
謀
罪
反
対
リ
ー
フ
宣
伝
（
福
島
、
水
久
保
） 

３
・
25
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
10
号
（
安
倍
政
権
「
共

謀
罪
」
法
案
を
国
会
提
出
、
成
立
阻
止
へ
決
意
新
た

に
行
動
を
！
） 

４
・
12 

植
村
裁
判
・
東
京
訴
訟
第
８
回
口
頭
弁
論
、

報
告
集
会
（
福
島
、
水
久
保
） 

４
・
14 

植
村
裁
判
・
札
幌
訴
訟
第
７
回
口
頭
弁
論 

（
根
岸
） 

４
・
22
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
11
号
（
共
謀
罪
断
固

廃
案
！
辺
野
古
の
米
軍
基
地
建
設
許
す
な
！
） 

５
・
17
「
事
務
局
た
よ
り
」
号
外
（
共
謀
罪
緊
迫
！
強

行
採
決
許
す
な
！
） 

５
・
24
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
12
号
（
共
謀
罪
断
固

廃
案
！ 

参
院
は
根
性
を
！
） 

６
・
６
「
事
務
局
た
よ
り
」
号
外
（
〝
共
謀
罪
〟
参
院

法
務
委
の
採
決
強
行
阻
止
！
） 

６
・
８ 

治
安
維
持
法
犠
牲
者
国
家
賠
償
要
求
同
盟
第

38
回
全
国
大
会
（
お
茶
の
水
・
福
島
） 

６
・
11
「
事
務
局
た
よ
り
」
号
外
（
止
め
よ
う
！
辺
野

古
埋
立
て
、
共
謀
罪
法
案
は
廃
案
に
！
） 

６
・
14
「
事
務
局
た
よ
り
」
号
外
（
共
謀
罪
廃
案
！
安

倍
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
） 

６
・
15 

参
院
本
会
議
「
共
謀
罪
法
」
可
決
成
立
→
７
・

11
施
行 

６
・
20
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
13
号
（
国
民
弾
圧
・

冤
罪
捏
造
凶
器
の
〝
共
謀
罪
〟
適
用
さ
せ
ず
、
本
質

暴
露
し
、
断
固
廃
止
！
） 

７
・
７ 

植
村
裁
判
・
札
幌
訴
訟
第
８
回
口
頭
弁
論
、

報
告
集
会
（
根
岸
） 

７
・
11
「
事
務
局
た
よ
り
」
号
外
（
〝
共
謀
罪
〟
施
行

抗
議 

７
・
11
国
会
議
員
会
館
前
行
動
） 

７
・
12 

植
村
裁
判
・
東
京
訴
訟
第
９
回
口
頭
弁
論
、

報
告
集
会
（
福
島
、
水
久
保
） 

 

 2.22 宮澤弘幸追悼・顕彰墓参 
 

 

 3.16 お茶の水駅頭宣伝行動 

 

 

 4.6 共謀罪反対日比谷野音集会 

 

 
11.3 国会包囲大行動 
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７
・
20
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
14
号
（
共
謀
罪
廃
止
・

安
倍
政
権
打
倒
へ
力
強
く
ー
「
え
ん
れ
い
草
」
グ
ル

ー
プ
の
活
動
報
告
・
伊
藤
陽
一
） 

８
・
20
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
15
号
（
安
倍
政
権
打

倒
へ
声
を
！
行
動
を
！ 

監
視
社
会
と
メ
デ
ィ
ア
：

共
謀
罪
後
の
言
論
の
自
由
と
は
） 

９
・
24
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
16
号
（
断
固
、
安
倍

暴
走
政
権
打
倒
―
９
・
19
国
会
前
大
集
会
） 

 

10
・
22 

第
48
回
衆
議
院
選
挙
（
自
民
２
８
４
、
公

明
29
、
立
憲
55
、
希
望
50
、
共
産
12
、
維
新
11
、

社
民
２
、
無
所
属
22
） 

11
・
４
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
17
号
（
憲
法
改
悪 

〝
発
議
〟
断
固
阻
止
！
） 

12
・
８ 

宮
澤
弘
幸
が
検
挙
さ
れ
た
日
。
墓
参
（
常
圓

寺
・
水
久
保
、
渡
辺
、
山
口
、
赤
羽
、
福
島
）
◇
「
事

務
局
た
よ
り
」
第
18
号
（
76
年
前
、
開
戦
と
弾
圧

の
嵐
が
襲
っ
た
―
12
月
８
日
を
忘
れ
な
い
！
） 

12
・
19
「
安
倍
９
条
改
憲
を
許
さ
な
い
、
安
倍
内
閣

の
退
陣
を
要
求
す
る
12
・
19
国
会
議
員
会
館
前
行

動
」（
福
島
、
水
久
保
他
） 

12
・
21
「
事
務
局
た
よ
り
」
第
19
号
（
安
倍
９
条
改

憲
Ｎ
Ｏ
！ 

安
倍
内
閣
は
退
陣
を
！ 

意
気
高
く
！ 

２
０
１
８
へ
） 

 

【
２
０
１
８
年
】 

１
・
６ 

植
村
裁
判
支
援
「
忖
度
を
笑
う
自
由
を
奏
で

る
―
２
０
１
８
新
春
ト
ー
ク
コ
ン
サ
ー
ト
」（
成
城
ホ

ー
ル
＝
東
京
世
田
谷
区
。
事
務
局
員
ほ
か
会
員
） 

１
・
19
「
19
日
を
忘
れ
な
い 

国
会
議
員
会
館
前
行

動
」（
福
島
。
水
久
保
他
） 

１
・
22 

「
安
倍
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
他
１
・
22
国
会

開
会
日
行
動
」（
福
島
、
水
久
保
他
）
◇
「
事
務
局
た

よ
り
」
第
20
号
（
安
倍
壊
憲
阻
止
へ 

総
行
動
だ
！ 

宮
澤
弘
幸
顕
彰
・
追
悼
墓
参
の
ご
案
内
） 

      

                     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
12.8 宮澤弘幸が検挙された日。墓参。 

 

 

 12.19 27 回目の「19 日を忘れない」国会議

員会館前行動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2018.1.22 通常国会開会日行動 
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